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概 要 

当部は、原虫及び蠕虫による感染症全般に係る基礎な

らびに応用研究を行っている。疾患対象としては、赤痢

アメーバ、ジアルジア、クリプトスポリジウム、ミクロ

スポリジアなどの腸管寄生性の原虫、アカントアメーバ

等自由生活性アメーバ等原虫、トキソプラズマ・マラリ

ア原虫などの単細胞真核生物である原生生物（原虫）に

よる感染症と、アニサキス・トキソカラ・肺吸虫・条虫

など多細胞真核生物である蠕虫による感染症が挙げられ

る。これら寄生虫感染症の検査・診断法の開発・評価、

治療法の創成に繋がる基盤的な研究や国内外の現況把握

のために、疫学・分子疫学調査を継続的に行った。また、

これらの寄生虫症に関する依頼検査、レファレンス業務、

研修、国際協力活動を行った。 

 第一室では、腸管原虫症、特に赤痢アメーバ症・ジ

アルジア症・クリプトスポリジウム症・ミクロスポリジ

ア症・ザルコシスチス症の診断法開発や疫学・分子疫学

研究を行った。また赤痢アメーバの病原・代謝機構の統

合的解明を目指す研究を展開した。また、トキソプラズ

マの感染機構や植物様代謝経路の解明を行った。同時に、

原虫特異的代謝経路を標的とした創薬研究を行った。ま

た、自由生活性アメーバの起こす角膜炎ならびにこれに

媒介される細菌感染症に関する疫学・分子疫学・病因学

的な研究を行った。 

 第二室においては、食品由来寄生蠕虫症（アニサキス

症、肺吸虫症、横川吸虫症・異形吸虫症、裂頭条虫症、

テニア症、有鉤嚢虫症など）、ならびに動物由来寄生蠕虫

症（エキノコックス症、アライグマ回虫症、トキソカラ

症など）を対象とし、遺伝子診断法や血清診断法開発の

ための基礎的研究、ならびに疫学的研究を行った。アニ

サキス症に関しては、東アジア地域で感染源となる海産

魚類に寄生するアニサキス種の地理的分布を調査した。

肺吸虫症に関しては、その検査診断法開発に不可欠な寄

生虫材料の採取や疫学的情報収集を海外の流行地におい

て行った。裂頭条虫症に関連しては、わが国において輸

入量の多いチリ産養殖サケ・マスに寄生する裂頭条虫の

寄生状況調査をチリにおいて実施した。さらに、わが国

には分布しないとされたアジア条虫症の国内集団感染事

例が本年度も相次いで発生したために、その発生動向を

監視した。エキノコックス症の対策研究に関しては、前

年度に引き続き、各地の食肉衛生検査所の協力を得て、

北海道外への競争馬を通じての伝播可能性について調査

研究を行った。また、エキノコックスの病原機構に関す

る基盤的研究も行った。国内外の医療研究機関から送付

された臨床検体（病理組織標本を含む）については、血

清検査ならびに遺伝子検査などを行い、検査・診断のサ

ポートを行った。 

 第三室では、国際的に重要な寄生虫症、マラリア、住

血吸虫症を主な研究対象としている。マラリアや住血吸

虫は、現在日本ではもっぱら輸入感染症として問題にな

っているが、いまだ国内にベクターとなる蚊や陸生貝が

生息しており、今後、再興感染症となる可能性を否定で

きない。そこで、これらの寄生虫症浸淫地との国際交流

や気候・環境変化に伴う、国内での感染拡大の可能性を

検討し、効果的防御法に関する研究を行っている。特に、

対象とする病原体の国内侵入と蔓延を阻止するうえで利

用可能な検査・診断法の研究を重点的に進めているが、

研究成果の一部は、実際に検疫業務や途上国での寄生虫

症対策にも応用されている。さらに、原虫の細胞内侵入

や病原性と関連する膜輸送に関する基礎的研究を、赤痢

アメーバ原虫やマラリア原虫を対象として進めている。 

研究費としては厚生労働省科学研究費補助金（新興・

再興研究事業、顧みられない病気に関する研究等）、文部

科学省科学研究費補助金（新学術領域「マトリョーシカ

型進化原理」、基盤研究）、日本学術振興会二国間交流事

業費、ヒューマンサイエンス財団政策創薬総合研究事業

費、日本予防医学協会委託事業費等を取得した。 

人事面では、再任用職員として朝日博子、客員研究員

として影井 昇、川中正憲、松田肇、千種雄一、亀井喜世

子、武田正倫、協力研究員として佐藤暖、渡辺恒二、高
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岡紀子、川原史也、下河原理江子、黒木俊郎、岡本憲明、

柴田勝優、荒川京子、梅原梓里、Jeelani Ghulam, Ahmad 

Bilal Andrabi Syed、Bethel Kwansa-Bentum, Mohammed 

Essa Marghany Tolba, 流動研究員として牧内貴志、青沼宏

佳、海老根一生、坪井久美子、研究生・実習生として Afzal 

Husain, Aleyla Escueta-de Cadiz, Gil Mallari Penuliar, 古川

敦、松原立真、福士路花、間瀬望、花館有希、村上佳隆、

丸茂このみ、山野安規徳、渡辺なつきが在籍し、研究等

に従事した。、非常勤職員として、中川玲子、村上裕子、

武藤麻紀、臨時研究補助員として佐藤映美、中曽根英子、

田原美智留、賀川千里が在籍し、研究等に従事した。 

 

業 績 
 

調査・研究 
I. 検査法・診断法・不活化法の開発 

1．原虫症診断法・検出法・不活化法の開発 

（１）馬肉からのザルコシスティス検査法（暫定法）通

知 

2011 年 6 月に厚生労働省より発出された通知｢生食用

生鮮食品による病因物質不明有症事例への対応について

（食安発 0617 第 3 号）｣により、ヒラメ食中毒のクドア

とともに馬刺しのザルコシスティス Sarocystis fayeriが病

因物質として指定された。これに合わせて今後、食中毒

事例における病因究明のための検査として馬肉内のザル

コシスティスを検出する方法（暫定法）が必要となった。

これまでに開発した定性ＰＣＲを遺伝子検査法として暫

定法に組み入れるため、3 ヶ所の地方衛生研究所の協力

を得て本法の validation を行い、検査法としての妥当性

を確認した。本法は 8 月 23 日付で｢Sarcocystis fayeri の検

査法について（暫定版）｣として通知された（食安監発

0823 第１号）。[八木田健司、長澤由美子（横須賀市健康

安全研究センター）、原田誠也（熊本県保健環境科学研究

所）、小黒祐子（福島県衛生研究所）] 

 

（２）糞便検体からの S. fayeri 検出法の開発 

食中毒事例では残品検査が不可能な場合が多い。馬刺

し食中毒においても同様のことが想定されることから、

検便検体の使用を想定したS. fayeriの検出法を開発した。

ザルコシスティスを含まない糞便試料に濃度を変えて S. 

fayeri ＤＮＡをスパイクし、キットを用いて全ＤＮＡを

抽出した。定性 PCR（１stPCR）で得られた産物をテン

プレートに、 S. fayeri 特異的プライマーを用いて

Nested-PCR を行った。その結果、検出感度は抽出前の糞

便上清 200μl あたり 1000 コピーという条件であった。

定量 PCR 法の応用も検討中である、また今後、実際の患

者検体を用いてその有用性を検証する。[村上裕子、八木

田健司] 

 

（３）消化管寄生原虫検出のための蛍光抗体試薬の開

発 

消化管寄生性原虫であるジアルジアならびにクリプト

スポリジウムの検査診断の普及、拡大を図るため、両原

虫に対するモノクロナル抗体を作製し、蛍光標識抗体と

しての迅速診断用試薬の開発を行った。ジアルジアなら

びにクリプトスポリジウムと、その他主要な消化管寄生

性原虫類（シスト/オーシスト）との交差反応性、またヒ

ト糞便試料を用いた場合の感度、特異性を検討し、臨床

検査目的に適う性能を確認し、またその性能は市販の輸

入試薬と同等であることも確認した。国内の検査試薬開

発により検査コストの低減化と原虫検査・診断の一般化

が期待される。[八木田健司、泉山信司、宮崎誠生（アー

ク・リソース株）] 

 

（４）神奈川県原水浄水を使用したクリプトスポリジ

ウム粉体ろ過濃縮法の検証 

神奈川県の水道原水（河川表流水）に対して粉体ろ過

濃縮を実施した。ろ過水量は濁度によって変動し、原水

が高濁度の場合にろ過水量は 10L に達しなかったが、複

数回に分けて濃縮することで対応できると考えられた。

原水における捕捉性能、回収率ともに良好な結果が得ら

れた。浄水においても、十分なろ過水量が得られ、捕捉

性能に問題はなかった。利便性が高く、「水道におけるク

リプトスポリジウム等対策指針」の応急対応用の浄水を

大量に処理可能となると示唆された。ろ過ユニット内で

フィルターが浮く問題が昨年度に指摘されていたが、改

善され、捕捉性能も上昇した。ケーキ層を安定して形成

することが捕捉性能の維持に重要であることが判明した。 

［渡邉洋大、齊藤巧介、上村郁子、北村壽朗（神奈川

県企業庁水道水質センター）、泉山信司］ 
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（５）浜松市原水浄水を使用したクリプトスポリジウ

ム粉体ろ過濃縮法の改善 

粉体ろ過濃縮法を検討していくなかで、37mm フィル

ターカートリッジに支持体が浮き上がる不具合が指摘さ

れた。支持体の変更と締め付け圧力の改善により不具合

が解消され、従来品と同等のろ過水量があることが確認

できた。粉体ろ過の流路の洗浄方法では、0.3%Tween80

を用いた洗浄方法で流路の汚れを効果的に洗浄できるこ

とが確認できた。一方で、0.3%Tween80 の洗浄を行い、

さらに装置を大量の水で通水洗浄したり、取り外し可能

な部品を洗剤で手洗いしても細かな汚れは残留し完全に

は除去できないことも明らかとなった。同じ試料を繰り

返しろ過する場合には問題は少ないかもしれないが、特

に試料間のクロスコンタミネーションが問題となる場合

は、分解洗浄できる装置やディスポーザブルな部品の使

用、吸引ろ過などの汚れを最小限に抑える工夫が望まし

いと考えられた。粉体ろ過濃縮後の遠心沈殿で生成する

固いペレットは、100％PET の使用、50mL遠心管の使用、

チューブを叩いて沈殿物を浮かせること、より強いミキ

サーで攪拌することが、懸濁方法としては最善と考えら

れた。 

［高藤俊（浜松市上下水道部浄水課水質管理グループ）、

泉山信司］ 

 

（６）浜松市原水を使用した国内産クリプトスポリジ

ウムおよびジアルジ蛍光抗体染色試薬の染色評価試験 

顧みられない病気に関する研究班で開発された国産蛍

光抗体試薬を用いて、水試料中のクリプトスポリジウム

とジアルジアへの適用を検討した。河川水に添加回収し

たクリプトスポリジウム等でも問題はなかった。水道事

業体などで通常行われる原水を対象としたクリプトスポ

リジウム検査に活用されると期待された。ジアルジアが

明るく染色され、観察が容易であった。試験した範囲で、

クリプトスポリジウム等検査の障害になるような、想定

外の粒子が染色されることは無かった。［高藤俊（浜松市

上下水道部浄水課水質管理グループ）、八木田健司、泉山

信司］ 

 

（７）クリプトスポリジウム等検査における遺伝子検

査法の定量に関する検討 

クリプトスポリジウムとジアルジアの遺伝子検出法で

は、定性的に汚染の有無を検知するだけでなく、定量的

に汚染量を把握できることも期待されている。当該研究

では、リアルタイム PCR 法におけるクリプトスポリジウ

ムとジアルジアの定量について検討した。検量線の作成

に使用可能なクリプトスポリジウムのオーシスト、ある

いはジアルジアのシストを入手するのは容易ではないこ

とから、人工的に作成された陽性対照の遺伝子断片より

検量線を作成した。その結果、クリプトスポリジウム 1

オーシストに含まれる18S rRNA量は、TaqMan法で26,000

コピー、サイクリングプローブ法で 18,000 コピーに相当

すると計算され、18S rDNA の 20 コピーのおよそ 1,000

倍だった。ジアルジア 1 シストあたりでは、サイクリン

グプローブ法で 1,600 コピーに相当すると計算された。 

［泉山信司、岸田直裕、秋葉道宏（国立保健医療科学

院）、岸田小百合（タカラバイオ（株）製品開発センター）］ 

 

（８）クリプトスポリジウム検査における遺伝子検査

法の導入に関する検討～水道原水 30 箇所への適用～ 

水道事業体の協力を得て，30 箇所の水道原水よりクリ

プトスポリジウム試験を行った。遺伝子検査法は，顕微

鏡観察と同程度の検出率であった。方法間に結果の不一

致が見られたが，低濃度のクリプトスポリジウム検出は

確率論的な問題を含むことを計算で示し，頻回の試験が

その解消に有効と考えられた。遺伝子検出法の結果が一

致し，塩基配列はクリプトスポリジウムの配列が得られ，

遺伝子検出法の特異性に問題はなかった。クリプトスポ

リジウムの遺伝子型は多様で，ヒトへ感染する可能性の

ある型も確認された。［岸田直裕、秋葉道宏（国立保健医

療科学院）、原本英司（山梨大学大学院医学工学総合研究

部）、猪又明子（東京都健康安全研究センター）、岸田小

百合（タカラバイオ（株）製品開発センター）、百田隆祥

（栄研化学（株）生物化学研究所）、泉山信司］ 

 

（９）LAMP 法及び RT-PCR 法と検鏡法によるクリプ

トスポリジウム及びジアルジア測定結果の比較 

河川水と畜産排水を用いて、検鏡法と、LAMP 法及び

RT-PCR 法の 3 方法の原虫類試験結果を比較した。検鏡

法と遺伝子試験法は、クリプトスポリジウム及びジアル
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ジアともに河川水試料は 60％、畜産試料は 80％程度の一

致率であった。遺伝子検出法同士の一致率は高く、RT-PCR

からはクリプトスポリジウムとジアルジアの配列が得ら

れており、遺伝子検出法の特異性に問題はなかった。3

方法で結果が一致しなかった原因については、1:原虫類

の存在密度の低いサンプルで生じる試料採取時のばらつ

き、2:検鏡法と遺伝子試験法の検出感度の差の影響、3:

遺伝子試験阻害物質の影響等が考えられた。［勝山志乃、

大谷喜一郎（神奈川県内広域水道企業団）、岸田小百合（タ

カラバイオ(株)製品開発センター）、百田隆祥（栄研化学

（株）生物化学研究所）、泉山信司］ 

 

（１０）モノクロラミンの Acanthamoeba に対する不活

化効果 

レジオネラ属菌汚染防止対策における宿主アメーバの

衛生管理に関して、Acanthamoneba に対するモノクロラ

ミン（結合型塩素）の効果を実験的に調べた。

Acanthamoeba 浴槽水分離株を用いて、大腸菌培養で調整

したシストおよび無菌培養で調整した栄養体を試料とし

て、モノクロラミンの濃度と作用時間を変えてアメーバ

の生残性を培養法で調べた。その結果、モノクロラミン

の実用的濃度とされる 3mg/L の条件で、栄養体は 15 分

間（Ct 値：47）で、またシストは 24 時間（Ct 値：3700）

で 3log の生残性低下が認められた。以上の結果から、浴

槽水の衛生管理手法としてのモノクロラミン消毒が宿主

アメーバに対しても実用性があることが示唆された。[八

木田健司、泉山信司] 

 

（１１）尿中抗体検出によるマラリア診断法の検証 

マラリア原虫に対する尿中抗体を検出する検査診断法

については、尿中熱帯熱マラリア原虫抗体価と、血中抗

体価との関連について検討した。ソロモン諸島のマラリ

ア流行地で、2011 年に採取された血液と尿を用い、熱帯

熱マラリア原虫に対する IgG 抗体価の相関を求めた。56

人を対象として求めたが、相関係数 0.65 となり有意な相

関を認めた。また、尿蛋白の定性試験紙を用いて、尿中

の抗体価と蛋白排泄傾向の関係を調べたが、定性反応で

の尿蛋白と熱帯熱マラリア原虫に対する尿中 IgG 抗体価

との間には全く関係がなかった。[大前比呂思、伊藤誠（愛

知医大）、亀井喜世子（平成帝京大学）] 

 

（１２）熱帯熱マラリア原虫の薬剤感受性試験法に関

する研究 

ア. 新規薬剤感受性試験法の開発 

従来の試験法に比較して、より安全、正確、迅速でさ

らに多数の検体を処理出来る薬剤感受性試験法を開発す

るために、原虫の培養法と感染RBC検出法を検討した。

培養法としては、従来使用されているヒト血清に代わり

広く用いられている GFS あるいは AlbuMAX を加えた

無血清培地と CDM (chemically defined medium)の三

種培養液と、代表的な抗マラリア薬として chloroquine 

およびdihydroartemisininを用いて薬剤感受性を比較し

た。感染程度の検出は、SYBR Green I を flow cytometry

でトラッキングして評価した結果を、giemsa 染色法、

原虫の lactate dehydrogenase (pLDH) 測定法、および

histidine-rich protein (HRPII) 測定法と比較した。96h

培養（２サイクル）法で増殖抑制を評価した結果、いず

れの培養法および検出法の組み合わせでも同様な５０％

抑制濃度を得た。特に CDM と flow cytometry の組み合

わせでは既存の薬剤感受性試験法に伴う多くの欠点を改

善すると思われた。[Kwansa-Bentum, B. (ガーナ大)、朝

日博子、泉山信司] 

 

イ. 流行地のマラリア薬剤調査に適した in vitro 薬剤

感受性試験法の開発 

アフリカ ガーナ国に於ける薬剤耐性調査を継続して

実施している。こうした状況では、出来るだけ少量の感

染者血液をもちいて、より短時間に、正確迅速に試験す

る事が不可欠である。この事から、無血清培地を用いた

短時間培養法による microplate 試験法の開発を試みた。

その結果 flow cytometry で評価できる schizont 形成抑

制法（培養２５h 後判定）及び merozoite 測定法（培養

４５h 後判定）が特に適している事が見いだされた。

[Kwansa-Bentum, B. (ガーナ大)、朝日博子、泉山信司、

太田伸生（東京医科歯科大）] 

 

２．蠕虫症診断法・検出法・不活化法の開発 

（１）イムノクロマト法による血清診断キットの開発 

ア. マンソン孤虫症の迅速血清診断キットの開発 

マンソン裂頭条虫の幼虫（マンソン孤虫）がヒトに寄
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生することによって惹起されるマンソン孤虫症は血清抗

体価が著明に増加することから、検査診断に抗体検出が

有効である。そこで、前年度に試作したマンソン孤虫症

キットの評価を日本とタイにおいて実施した。日本人と

タイ人を対象に、健常者、マンソン孤虫症患者はもとよ

り、顎口虫症患者を含む他の寄生虫症患者の血清を用い

てキットの評価を行った。タイにおける評価試験では、

計８０サンプルについて検討した。その結果、健常者で

はすべて陰性であり、マンソン孤虫症患者血清では 2 例

中 1 例は陽性であったが、もう１例は陰性であった。こ

の陰性となった症例は感染初期の眼部マンソン孤虫症で

あった。マンソン孤虫症と臨床症状が類似する顎口虫症

患者血清とは基本的には交差反応は見られなかったが、

高抗体価を示した血清では陽性反応が見られた。日本人

の血清を用いた評価試験でも反応性は酷似し、マンソン

孤虫症キットの有用性が証明された。[山﨑 浩, 武藤  

麻紀, 小林行治･小林 薫・高山勝好（アドテック株式会

社）, 中村 健（北里大学･医・予防医学）, 松岡裕之（自

治医大･医動物）, Wanchai Maleewong･Pewpan Maleewong 

(タイ･コンケーン大･医･寄生虫) ] 

 

イ．顎口虫症の迅速血清診断キットの開発 

顎口虫症は顎口虫幼虫がヒトに感染して引き起こされ

る寄生虫症であり、本邦では、輸入症例も含めて散発的

な発生が見られる。顎口虫症による臨床症状は皮膚の移

動性線状爬行疹や腫瘤であるが、しばしばマンソン孤虫

症の症状に類似する。化学療法では投与される薬剤が異

なることから、マンソン孤虫症との鑑別診断が求められ

る。検査・診断には血清中の抗体検出法が有効であるた

めに、前項のマンソン孤虫症にならい、レコンビナント

抗原を用いたイムノクロマトキット開発を目的とした研

究を行った。顎口虫の mRNA はタイ・コンケーン大学医

学部寄生虫学教室にて凍結保存された有棘顎口虫

（Gnathostoma spinigerum）第 3 期後期幼虫から調製され

た。cDNA ライブラリーの構築は 1µg 程度の微量の total 

RNA から構築することが可能な SMART（Switching 

Mechanism At 5’end of RNA Template）法を用いて行った。

結果的には、ライブラリーサイズ約 1.0 x 107 cfu の cDNA

が構築され、タイ人顎口虫症患者血清を用いたイムノス

クリーニングによって血清診断抗原遺伝子をクローニン

グした。多数の陽性クローンの選別、解析を行った。[山

﨑  浩 , 森嶋 康之 , 武藤 麻紀 , 杉山  広 , Wanchai 

Maleewong･Pewpan Maleewong･Penchom Janwan･ (タイ･

コンケーン大･医･寄生虫), Tongjit Thanchomnang （タイ・

マハサラカム大・医）] 

 

（２）本邦産人体寄生性肺吸虫の分子鑑別に資する新

規プライマーの設計と応用 

ア．新規プライマーの設計と鑑別法の開発 

人体感染時の病態像が異なるウェステルマン肺吸虫の

2 倍体型と 3 倍体型は、ミトコンドリア 16S リボゾーム

RNA 遺伝子の配列に基づく相違で分子鑑別される。我が

国に分布するもう一つの人体寄生種は宮崎肺吸虫なので、

本虫の当該遺伝子を解読し、共通部分の配列に基づく新

規のプライマーペアを作製して、2 種 3 型を包括的に種

鑑別する方法の確立を試みた。その結果、新規プライマ

ーペアを用いた nested PCR で、各種何れも微量のテンプ

レートから増幅産物（約 500 bp）が得られる事が分かっ

た。増幅産物は制限酵素 SnaBI（2 倍体型）、BsrDI（3 倍

体型）および HhaI（宮崎）により種特異的に切断された。

今回構築した方法は、本邦産の人体寄生性肺吸虫を各発

育期で種鑑別する際に、極めて有用なツールになると考

えられた。[杉山 広，武藤麻紀，柴田勝優] 

 

イ．臨床材料への適用の可能性検討 

上述の方法を臨床材料に応用し、原因肺吸虫種の同定

を試みた。症例は 40 歳代の帰化中国人女性で、スーパー

でサワガニを購入、酔蟹を調理し、非加熱で食して発症

した事例である。好酸球増多からステロイドが投与され、

喀痰検査と気管支鏡検査では肺吸虫卵が確認できず、真

菌感染疑いで胸腔鏡下に肺生検が施行された。病理組織

標本に肺吸虫卵が検出され、これを出発材料に DNA を

調製、上述の新規プライマーペアで nested PCR して、産

物の PCR-RFLP によりウェステルマン肺吸虫（3 倍体型）

と同定、塩基配列の解読結果からこれを確認した。新規

に開発した鑑別法は、臨床例にも適用できることが明ら

かとなった。[杉山 広，佐藤 亮（横浜市民病院）] 

 

（３）宿主サワガニの加熱・冷凍による肺吸虫感染リ

スク除去の再検討 
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サワガニを-80℃で 50 分間冷凍（過去の検討では-18℃

で 100 分間）、あるいは 75℃で 2 分間加熱（過去の検討

では 55℃で 5 分間）すれば、カニ体内のメタセルカリア

は変性し、マウスへの感染能力が消失することを明らか

にした。従来の検討条件よりも短い処理時間で感染予防

することができた。今後は宮崎肺吸虫陽性サワガニを用

いて、感染予防条件の検討を進める予定にしている。[杉

山 広，森嶋康之，山﨑 浩，柴田勝優，川上 泰（麻布大）] 

 

（４）病理組織標本を用いた寄生虫の分子同定 

国内外の医療機関から寄生虫の依頼検査の中には、ホ

ルマリン固定標本やパラフィン包埋標本が含まれている

が、ホルマリン固定は DNA を分解するために DNA の増

幅は困難な場合がある。しかし、DNA の抽出法や PCR

条件を工夫することによって、その寄生虫の種の鑑別が

可能になってきた。その実例として、平成 23 年度に特筆

すべき症例として、国内感染例としては 2 例目となる動

物寄生性フィラリア（Dirofilaria repens）による人体寄生

例を確定診断することができた。また、トルコの医療機

関から鑑別依頼のあった結膜部腫瘤に検出された寄生虫

は世界で 3 例目となる動物寄生性フィラリアである

(Onchocerca lupi)の症例を診断するに至った。検査依頼検

体を活用し、遺伝子鑑別法を網羅的に確立している。[山

﨑 浩, 武藤麻紀, 森嶋康之, 杉山 広] 

 

II. 疫学・型別・分子疫学的研究 
１．原虫症の分子疫学的研究・調査 

（１）生食用国内と畜馬肉および輸入馬肉の S. fayeri

汚染実態調査 

国内で生食用にと畜処理された馬肉および国外からの

生食用輸入馬肉について、定量 PCR を用いて S. fayeri 量

を測定することにより汚染度調査を行った。国内と畜場

8 ヶ所から軽種馬（サラブレッド）39 頭、他にポニー、

道産子各 1 頭を調べた。輸入馬肉はカナダ産冷蔵馬肉で

9 検体であった。検体より DNA 試料を調整し、食中毒残

品から検出される S. fayeri 特異的定量 PCR を行った。そ

の結果、検体の S. fayeri 量は国内と畜馬肉では食中毒事

例残品よりは低い一方、輸入馬肉では事例残品と同等あ

るいはそれ以上の場合がみられた。輸入馬肉は専ら重種

馬肉と考えられることから、国内で生産、飼育されてい

る重種馬に関する汚染実態の必要性が示された。[八木田

健司、村上裕子] 

 

（２）アカントアメーバ性角膜炎全国サーベランスと

分子疫学的研究 

平成23年度より引き続きアカントアメーバ性角膜炎の

全国調査が継続された。近年のアメーバ性角膜炎増加の

要因を分子疫学的に解析することを目的とする。本年度

は主として中部地域（愛知県）のデータが集められたが、

角膜株 21 株を解析、BLAST より既知角膜分離株とほぼ

一致し、遺伝子型はT4タイプであった。中でもATCC50497

と一致の株が 7 株（33.3%）と多く、ATCC50497 タイプ

の AC の検出頻度は全国的に高い傾向にあることが示唆

された。[八木田健司、村上裕子、井上幸次（鳥取大）] 

 

（３）飲料水の水質リスク管理に関する統合的研究（微

生物分科会） 

クリプトスポリジウム等の耐塩素性病原微生物の混入

による大規模な水系集団感染の経験を契機として、塩素

消毒に依存した微生物対策の見直しが求められている。

当該分科会では研究分担者、協力者との研究協力により、

耐塩素性病原微生物と併せて、水道に関連する細菌・ウ

イルスの研究についての取りまとめを行っている。東日

本大震災の対応を通じて、水道水の微生物学的安全性に

ついて検討した。宮城県では取水・導水・浄水施設に大

きな被害はなく浄水処理は可能な状態にあったが、送水

管の漏水の復旧に最大 21 日間を要した。水源上流にある

下水処理施設の被害が少なく通常の処理が行われ、水道

水の微生物学的な安全性に直接の影響が出なかった。一

般細菌に比べて高感度な従属栄養細菌の研究では、一部

に変動や高い測定値の存在を見出した。ろ過なし塩素消

毒のみの浄水処理、硝酸態窒素との関連が示唆され、こ

れらを追求することで水質の向上、配水系の改善が期待

された。ウイルス汚染への対応として浄水処理の有効性

の検証が続けられている。昨年度開発のプラグフロー装

置を用い、大腸菌ファージ Qβの塩素消毒とポリオウイ

ルスのオゾン処理で最短接触時間 0.7 秒より精度良い不

活化曲線が得られた。ノロウイルス粒子検出系として

immuno-PCR 法を改良し、従来の ELISA 法より 1,000 倍

の高感度が得られ、活用が期待された。クリプトスポリ



寄生動物部 

ジウム等の耐塩素性病原微生物では、試料水の新規濃縮

方法としての粉体ろ過法、並びに遺伝子検出法の実用性

を検証し、その成果としてこれら方法は現行試験法に追

加反映された。［泉山信司、秋葉道宏（国立保健医療科学

院）、片山浩之（東京大学大学院工学研究科）、松下 拓

（北海道大学大学院工学研究科）］ 

（４）マラリアの疫学 

ア. マラリア原虫 ピリメサミン耐性遺伝子dhfrの遺伝

的多型の解析 

ピリメサミン（Pyr）はクロロキンに代わる抗マラリア

薬として 1990 年代からアフリカで広く使用されている。

ピリメサミン耐性の広まりを解析し、今後の対策に役立

てるために、1984 年から 1998 年までのアフリカのサン

プルから Pyr 耐性遺伝子（dhfr）の遺伝子型を決定した。

PCR により増幅した断片をプラスミドにクローン化し、

複数のクローンをシークエンスすることにより、Pyr の

遺伝子型を正確に同定することができた。つまり NRSI, 

ICSI, IRSI の遺伝子型が 1980 年代のアフリカに存在し

ていたことを示した。このような遺伝子型は東南アジア

では同定されず、アフリカ独自の感受性型の多型であろ

うと考えられる。また、多くのサンプルで異なる耐性型   

の混合感染が発見された。[中野由美子、中曽根英子、美

田敏宏（東京女子医大）、田邉和裄（大阪大）] 

 

イ. 三日熱マラリアに流行が移りつつある地域でのマ

ラリア対策に Artemisinin-based combination therapy の

果たす役割 

世界的にマラリア対策で使用されることが多くなった

Artemisinin based combination therapy(ACT)の導入前後

で、ソロモン諸島の対象地域におけるマラリア感染状況

を比較し、その意義を検討した。対象となったガダルカ

ナル島北東岸の７村落群では、2009 年の ACT 導入前か

ら、ソロモン諸島の対象地域ではマラリアの減少傾向は

みられていたが、ACT 導入後、2010 年、2011 年の乾季

で熱帯熱マラリア原虫の生殖母体保有率は減少した。ACT

導入後、三日熱マラリア原虫の感染率は、かえって増加

したが、これには蚊帳の使用状況が関与していると思わ

れた。しかし、Coatem（artemerher/lumefantrine の合剤）

パックは、 Chloroquine より服用しやすく、無症状の三

日熱マラリアでは、服薬コンプライアンスの上昇が期待

できることがわかった。[大前比呂思、亀井喜世子（平成

帝京大）、中澤港（群馬大）、Bernard Bakote’e (SIMTRI，

ソロモン諸島国)] 

 

２．蠕虫症の分子疫学的研究・調査 

（１）ゴマサバの筋肉からのアニサキス検出 

アニサキス症の感染源としてマサバは重要であるが、

その近縁種のゴマサバにおける本虫の寄生状況はほとん

ど知られていない。そこで、駿河湾（静岡県）のマサバ

（5 尾）とゴマサバ（7 尾）を対象に、アニサキスの寄生

状況を調べた。その結果、マサバは全尾陽性であった。

検出された計 151 匹の I 型幼虫を分子同定したところ、

Anisakis simplex sensu stricto（As）が 147 匹，Anisakis 

pegreffii（Ap）は 4 匹で、筋肉由来の 25 匹は総て As で

あった。ゴマサバも全尾陽性で計 79 匹の I 型幼虫を検出

したが、総て As であり、22 匹が筋肉に由来した（Ap は

検出されず）。この結果から、ゴマサバもアニサキスの感

染源として、極めて危険であることが明らかとなった。[杉

山 広，武藤麻紀，柴田勝優] 

（２）アジア条虫症の発生実態 

2010 年 6 月以降、わが国には分布しないと考えられて

いたアジア条虫(Taenia asiatica)による感染事例が平成 23

年度も関東地方 1 都 4 県で 6 例の発生が感染研で確認さ

れ、累積で 23 例に達した。患者より得られた虫体のミト

コンドリ DNA（cox1 遺伝子）解析に加え、核 DNA の

elongation factor 1-α遺伝子、および ezrin-radixin-moesin 

like protein 遺伝子の塩基配列から、関東地方で発生して

いるアジア条虫は少なくとも 4 個体以上の異なる感染源

が存在することが明らかになった。さらに、感染源と推

定された豚における感染実態について、関東地方の食肉

衛生検査センターと共同でアジア条虫幼虫の感染状況を

調査しているが、まだ豚からアジア条虫幼虫の検出には

至っていない。検査体制を強化し、監視を行っている。[山

﨑 浩, 森嶋康之, 杉山 広, 武藤 麻紀, 斎藤守弘（埼玉

県食肉衛生検査センター）] 

（３）南米チリにおける裂頭条虫の調査研究 

南米チリは世界有数の養殖サケ・マスの生産国であり、

その養殖サケ・マスにはヒトに健康被害を及ぼす裂頭条

虫属（Diphyllobothrium spp.）条虫の幼虫が寄生している

ことが知られている。わが国はそのチリ産養殖サケ・マ
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スの主要な輸入国であることから、チリに分布する裂頭

条虫による感染が懸念されている。現在、チリには少な

くとも 3 種の裂頭条虫が分布するが、DNA 解析による種

の再検討の必要があった。今回の調査では、チリ南部の

プエルトモン近郊にあるジャンキウエ湖（Lago Llanquihue）

に生息する裂頭条虫の第２中間宿主として重要と考えら

れるギンザケ（Oncorhynchus kisutch）やギンザケの餌と

なるトウゴロウイワシ（Odonthestes mauleanum）など複

数の魚類における裂頭条虫幼虫の感染実態を調査すると

ともに、形態と DNA 両方の解析を行うため研究材料の

収集を試みた。一方、サンチアゴにあるチリ大学医学部

寄生虫学教室では、チリ人の裂頭条虫症患者から得られ

た条虫材料を入手し、ミトコンドリア DNA 解析に基づ

いた種の鑑別を実施した。その結果、チリ産サケ･マスに

はヒトに感染する広節裂頭条虫の幼虫寄生が確認され、

cox1遺伝子や cytochrome b遺伝子のハプロタイプ解析か

ら、チリの広節裂頭条虫は人為的な理由によって北半球

（欧州やロシアなど）からチリに持ち込まれた、いわゆ

る外来性の寄生虫であることが強く示唆された。一方、

ギンザケに多数寄生が見られた裂頭条虫幼虫は分子系統

的には北半球に分布する Diphyllobothrium dendriticum に

近縁な種、あるいは D. dendriticum の一遺伝子型である

可能性が示唆されたことから、今後、北米に分布する D. 

dendriticum との比較解析が必要と考えられた。[山﨑 浩, 

倉持利明（国立科博・動物）, 武藤麻紀,  Ruben Mercado

（チリ大・医・寄生虫）] 

 

（４）中国における裂頭条虫症調査 

H23 年度アジアの感染研様研究所との共同研究促進プ

ロジェクト「中国における食品由来新興寄生虫症に関連

した寄生蠕虫の分子同定法の標準化と症例発生の実態解

明に向けた共同研究」の一環として、食品由来寄生蠕虫

症として発生が懸念される裂頭条虫症について発生状況

を調査した。中国では、近年の急速な経済発展に伴う国

民生活の変化や国際輸送システムの急速な進歩に伴う生

鮮海産魚介類（とくにサケなど）の市場拡大に伴い、都

市部における食料消費構造の変化が見られ、今やサケは

健康食品として魚の生食文化が定着しつつある。裂頭条

虫症に関しては、上海と黒竜江省ハルピン市でそれぞれ

4名と 1名の患者から得られた虫体について DNA解析に

基づいた鑑別診断を行った。その結果、裂頭条虫症の原

因となった裂頭条虫は、中国では今までに知られていな

か っ た 新 顔 の 日 本 海 裂 頭 条 虫 (Diphyllobothrium 

nihonkaiense)によることが初めて明らかになった。また、

日本海裂頭条虫のヒトへの感染源と推定された黒竜江産

のシロザケにおける裂頭条虫幼虫の寄生状況も調査した

が、シロザケの検査頭数が 2 頭と少なく、裂頭条虫幼虫

は検出できなかった。 

わが国で頻発する日本海裂頭条虫症の感染源は黒竜江

を母川として、オホーツク海～日本近海を回遊するシロ

ザケと考えられているが、日本海裂頭条虫の生活史の一

部は謎に包まれている。黒竜江産シロザケに寄生する幼

虫とヒトから得られる成虫におけるミトコンドリアDNA

のハプロタイプ解析は日本海裂頭条虫の起源、分布や生

活史を解明する上で、今後、不可欠な研究であると考え

られた。[山﨑 浩, 武藤麻紀, 杉山 広, 森嶋康之, 周 暁

農･許 学年･除 家旭･除 韶虹･艾 淋・陳 穆新･張 永年

（中国 CDC、寄生虫病研究所）, 張 唯哲･李 懿宏（ハ

ルピン医大・寄生虫] 

 

（５）野生アライグマのアライグマ回虫寄生の監視 

ヒトで重篤な神経障害を引き起こすアライグマ回虫

(Baylisascaris procyonis）による幼虫移行症の発生を予防

する為に、埼玉、神奈川地域での監視の為の調査を継続

した。埼玉県における野生アライグマの捕獲数は、平成

2004年度は 31頭であったが、2007年度は 935頭を数え、

2008 年度は 1,346 頭、2009 年度は 1,756 頭、2010 年度は

2358頭、そして 2011年度は 1,999頭であった。今年度は、

アライグマ 218 頭を検査し、そのうち 53 検体に原虫類と

蠕虫類の虫卵及び虫体が認められたが（2.3 %）、アライ

グマ回虫卵は検出されなかった。1999 年以来実施してい

る神奈川県でのアライグマの検査数は 1,653 例にのぼっ

たが、今年度は 64 例の検査数でアライグマ回虫卵は検出

されなかった。アライグマ回虫に関しては、もし感染獣

が出現したときは、家屋天井裏での生息や駆除作業の過

程でも健康上の被害を及ぼす恐れがある。現時点では、

野生化コロニー全てのチェックを終了したとは考えられ

ないので、まだ暫くは、全国的な野生アライグマに関す

る監視作業を継続する必要があると考えられた。[川中正

憲, 近真理奈, 山本徳栄（埼玉衛研）] 
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（６）北海道外へのエキノコックス症伝播の監視 

ア. 各地のと畜場に搬入された馬への感染状況の調査 

馬のエキノコックス（多包虫）症に関してはこれまで

北海道以外での報告例は皆無であったが、最近、山形県

米沢市のと畜場に搬入された馬から高率（約 20％）にそ

の感染が確認された。そこで、全国的に馬のと畜数の多

い食肉衛生検査所(食検)に委託して実態調査を実施した。

その結果、検出率に大きな差は認められるものの、協力

が得られた全ての食検（山形県内陸、青森県十和田、長

野県上田市、福岡県、熊本市）で、北海道由来と思われ

る馬の肝臓から多包虫が検出された。今年度は希望する

食肉衛生検査所の検査員にPCRを用いた遺伝子検査の研

修を実施し、病理組織学的手法との併用を推進してきた。

しかしながら、現在のところ、PCR を用いた遺伝子検査

と病理組織学的手法との間で検査結果の食い違いがある

ことや食検による検査装備や経験の差異の存在など、今

後に残された課題も明らかとなった。[川中正憲, 山﨑 浩,

杉山 広, 森嶋康之, 武藤麻紀] 

 

イ．馬多包性エキノコックス症のウエスタンブロット

法による血清抗体検出の試み 

馬肝臓の結節病巣の病理組織検査と遺伝子検査により

確定した多包虫感染馬 23 頭について、市販のウエスタン

ブロット法キットにより特異的血清抗体の検出を試みた。

23 頭の感染馬は、2011～2012 年に山形県米沢市のと畜場

に搬入されたもので、年齢 4～9 歳、肝臓内の結節数は 1

～20＜で、病巣の大きさは直径1～25 mmの範囲にあり、

25 mm の病巣が検出された馬は 2 頭存在した。抗体検査

の結果、これら 23 頭の血清はヒト患者血清で特異的とさ

れる抗原バンド(７, 16, 18, 26-28 kDa) に対していずれも

陰性であった。しかし、25 mm の病巣が検出された 2 頭

からは、それぞれ 22 kDa と 30 kDa バンドに陽性反応を

認め、全体としては 22 kDa バンドに 23 例中 7 例(30%)、

30 kDa バンドに 23 例中 6 例(26%)が陽性であった。[上

野正博, 黒田伸彦, 矢作一枝, 大滝俊彦（山形内陸食検）, 

川中正憲] 

 

（７）横浜市内で発生した水田皮膚炎の疫学調査 

横浜市内の自然公園にある田園体験区域において、農

作業体験参加者に鳥類住血吸虫のセルカリアによると推

定される皮膚炎が発生し、原因種の解明を目的とした調

査を行った。皮膚炎発症者が作業を行った圃場を中心に

ヒメモノアラガイをはじめとする巻貝類を採取し、遊出

法および破砕法によって得たセルカリアについて精査し

たところ、住血吸虫類の岐尾セルカリアはヒメモノアラ

ガイのみから回収された。このセルカリアは、炎細胞式

ならびに ITS-2 領域の塩基配列から Trichobilharzia sp.と

同定されたが、体各部計測値ならびに塩基配列はいずれ

も従来報告されている種と完全に一致はしなかった。発

生規模を推定するため質問票調査を行い、今回の水田皮

膚炎の発生規模を推定した。[森嶋康之, 川中正憲,  武

藤麻紀, 杉山 広, 山﨑 浩] 

 

（８）住血吸虫症の疫学 

メコン住血吸虫症の集団治療失敗例に関する検討を行

った。カンボジアのメコン住血吸虫症流行地では、乾季

に１回投与、用量 40 ㎎/kg でプラジカンテルの集団治療

を行っており、2007－09 年は、学童の一斉検査で虫卵

陽性者が確認されなかった。しかし、2010 年以降再び虫

卵陽性者が見つかるようになった。そこで、2010、11

年の乾季、一斉治療後に虫卵陽性となった 21 例につい

て、再度総用量 60 ㎎/kg での２分投与でのプラジカンテ

ル治療を行ったところ、全例で駆虫が確認された。また、

2010年の感染貝から得たセルカリアをネズミに感染させ

て得た成虫で、プラジカンテルへの感受性を、in vitro 検

査手法を用い、実験室内で継代されている日本住血吸虫

と比較したところ、違いはなかった。エジプトや中国な

ど、集団治療が先行して行われたところでは、プラジカ

ンテル耐性を疑わせる例も報告されており、今後は、メ

コン住血吸虫症でも監視体制を強める必要がある。[大前

比呂思、桐木雅史（獨協医大）、千種雄一（獨協医大）、

Muth Sinuon (CMPV, カンボジア)] 

 

III. 分類・同定・臨床 
１．HIV に伴う日和見感染症の実態調査 

過去に国立国際医療研究センターACC でフォローアッ

プされた 170 件の HIV 症例に関して、赤痢アメーバを始

めとする腸管原虫症の感染状況、治療応答性、分離原虫

の遺伝子型などに関して調査を行った。HIV の陽性者で
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の赤痢アメーバ症の臨床症状は同等の重症度を示した。

腸管外赤痢アメーバ症では高熱、白血球増多、CRP 上昇

が顕著に見られた。メトロニダゾールまたはチニダゾー

ルによる治療は 165 件で成功した。83 の腸炎例ではメト

ロニダゾールまたはチニダゾールによる治療の後、腸管

内の嚢子を殺滅する薬剤を使用した。しかし、そのうち

6 例では赤痢アメーバ症の再感染または再燃が見られ、

殺嚢子薬剤の非投与群との有意差は見られなかった。赤

痢アメーバ症の再感染・再燃は HCV 抗体の陽性率と高

く相関していた。分離された 14 株の遺伝子型が解析され

たが、臨床型のと明瞭な有意な相関は、症例数が不十分

であり、発見されなかった。[渡辺恒二, 潟永博之, 田沼

順子 , 岡慎一（国立国際医療研究センター） , Aleyla 

Escueta-de Cadiz, 野崎智義] 

 

２. インド東部の酪農場におけるジアルジア症の実態

調査 

インド西ベンガル州コルカタの周辺地域での乳牛と酪

農労働者におけるジアルジア症の感染実態を調査した。2

ヶ所の酪農場の180のウシと51の労働者の糞便検体から

分離された Giardia duodenalis 由来核酸から、beta Giardin

遺伝子の PCR-RFLP 解析を行った。ウシにおける感染率

は 12.2% (22/180)であり、成ウシより仔ウシに感染率が

高かった。過去の報告から動物での感染に主として発見

される G. duodenalis Assemblage A1 やこれまで報告のな

い Assemblage E subgenotype が高頻度で観察された。こ

の地域で動物から人への感染が起こっていることが示唆

された。  [Khan, S. M., Debnath, C., Pramanik, A. K., 

Ganguly, S. (国立インド下痢症研究所), Xiao, L. (米国

CDC), 野崎智義] 

 

３. インド東部で発見したスクリアビン肺吸虫 

インド東部・マニプール州に分布する淡水産のカニ

(Potamiscus manipuriensis Aock, 1909) から，既報のヒロ

クチ肺吸虫(Paragonimus heterotremus)に次いで、スクリ

ヤビン肺吸虫(P. skrjabini)のメタセルカリアが検出された。

メタセルカリアは大型球形で（直径・平均 381μm）、ネ

コへの投与で得られた成虫は紡錘形，体長（平均）は 12.8 

mm，体幅は 6.0 mm であった。卵巣はサンゴ状を呈して

やや複雑に分岐し、精巣は虫体後方左右に 1 対認めた（葉

は 5-6 本に分岐）．皮棘は単生であった。虫体はいずれも

本種に典型的な特徴を備えていた．メタセルカリアを出

発材料に解読したリボソームDNA・ITS2領域の配列も，

本虫のものであった．インドを本虫の分布国として新た

に加えたい。[杉山 広，柴田勝優，武田正倫（帝京科学

大学），シャンティクマール・シン（インド・シッキム医

科大学）] 

 

４．ヒグマ裂頭条虫に関する分子系統学的研究 

裂頭条虫属 (Diphyllobothrium) に属する条虫は形態学

的に類似する種類が多く、分類上の位置が未だ確定して

いない種が多く、ミトコンドリア DNA 解析に基づいた

分子系統学的再検討が必要な寄生虫である。その中には、

1954 年、アラスカのヒグマとベニザケから発見されたヒ

グマ裂頭条虫 (Diphyllobothrium ursi)が含まれている。本

種は、1987 年に Diphyllobothrium dendriticum のシノニム

とされたが、D. ursi が D. dendriticum のシノニムである

か否か、あるいは独立種であるか否かについて DNA レ

ベルで明らかにされることはなかった。そこで、ヒグマ

裂頭条虫を記載したワシントン大学のProf. Rauschより、

新種記載に用いられ、約 60 年以上ホルマリン液に浸漬さ

れていた D. ursi の完模式標本(holotype)と副模式標本

（paratype）を入手し、ミトコンドリア DNA の cox1 遺

伝子の解析を行った。その結果、分子系統学的には、シ

ノニムとされた D. dendriticum に最も近縁であったが、

D. dendriticum とは明らかに異なる clade を形成した。さ

らに、日本海裂頭条虫や広節裂頭条虫とも異なり、D. ursi

の種としての独立性が確認された。[山﨑 浩, 武藤麻紀, 

有薗直樹・山田 稔（京都府医大）,  Robert L. Rausch (ワ

シントン大)] 

 

IV. 生理・生化学・分子生物学 
１．原虫症の生物学・ゲノム・病原機構・代謝・膜輸

送に関する研究 

（１）S. fayeri の全ゲノム解析 

 馬肉生食による食中毒の病因物質と考えられている

S. fayeri に関して、その毒性関連因子を中心とした遺伝

子情報を網羅的に得るために、次世代シークエンサーを

用いた全ゲノム解析を行った。食中毒事例残品馬肉より

回収したザルコシストより DNA、RNA ならびにタンパ
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ク質を抽出し、DNA に関して illumina GAIIx を用いて解

析を行った。馬肉等からの混入核酸由来のリードを除く

と、S. fayeri由来のリード数は、総数18,163,062の96.8%、

17,582,622 と算出され、得られたライブラリーのほとん

どが S. fayeri 由来と想定された。得られた解析結果から

は GC 含量が約 50％、ゲノムサイズは 50～70 Mb と推定

された。de novo assemble によるドラフトゲノム解析を

進めているが、総 contig 長が想定ゲノムサイズよりも少

なく、リード数不足を解決する必要性が示された。[関塚

剛史、黒田誠（病原体ゲノム解析研究センター）、八木田

健司、野崎智義] 

 

（２）赤痢アメーバの生物学・病原機構・代謝に関す

る研究 

ア. 赤痢アメーバリソソーム酵素輸送機構の解明 

i. CPBF8 の機能解析 

我々は以前に赤痢アメーバの重要な病原因子であるシ

ステインプロテアーゼ(CP)の輸送と成熟化に関与するレ

セプター分子：cysteine protease binding protein family 1: 

CPBF1 を同定した。CPBF8 は CPBF1 のファミリー分子

であり、β-hexoaminidase, lysozyme と結合した。CPBF8

の 遺 伝 子 発 現 抑 制 株 の 解 析 よ り CPBF8 が β

-hexoaminidase, lysozyme を貪食胞へ輸送する受容体とし

て働くことが示された。また、CPBF8 のセリン残基に富

む領域がリガンドとの結合に関与することが明らかとな

った。以上より、CPBF は多様な加水分解酵素を輸送す

る分子群であることが明らかとなった。[古川敦、津久井

久美子、野崎智義] 

 

ii. CPBF に対するリガンドの特定 

赤痢アメーバゲノムからは合計 11のCPBF分子が見つ

かっている。そこで各分子のリガンドをカルボキシル末

端にHAタグを付したCPBFs-HA融合タンパク質の抗HA

抗体用いた免疫沈降と質量分析により同定した。この結

果、CPBF2, 7, 10 がそれぞれα-amylase, β-hexoaminidase

と amoeba pore B, α-amylase と結合することが示唆され

た。CPBF2 と CPBF10 は異なるα-amylase を結合する。

また CPBF6 は上記と異なるα-amylase をリガンドとす

ることも明らかであり、赤痢アメーバで 3 種のα-amylase 

の輸送が異なる CPBF により制御されていることが明ら

かとなった。[丸茂このみ、今田美穂子、津久井久美子、

野崎智義] 

 

iii. 赤痢アメーバのシステインプロテアーゼ（CP）分

泌制御 

赤痢アメーバの CP 阻害ペプチドとして ICP1 と ICP2

が報告されている。CP分泌のメカニズムを探るために、

昨年に引き続き、ICP1と ICP2の機能解析を進めている。

GFP-ICP1 大量発現形質転換株の解析により、ICP1 の局

在は細胞質であることが分かった。また、GFP-ICP1 株

では細胞外へのCPの分泌量が抑制されることが分った。

反対に、ICP1 発現抑制株は細胞外に分泌される CP の活

性が増大し、さらにラミニンコートプレートへの接着が

促進することも分った。野生型株がラミニンコートプレ

ートへ接着する活性は、CP1 抗体や CP5 抗体の添加に

よって低下した。よって赤痢アメーバが細胞外に分泌す

る CP は、宿主細胞の細胞外マトリックスへの接着に重

要な役割を担っていることが分った。[中野由美子、Young 

Ah Lee (韓国)、Myeong Heon Shin (韓国)、野崎智義] 

 

イ．赤痢アメーバにおける膜輸送の機能解析 

i. 赤痢アメーバのファゴソームに局在するRabの解析 

赤痢アメーバは赤血球やヒトの細胞を貪食し、病原性

を発揮する。貪食は細胞内の小胞輸送によって担われて

おり、Rab GTPase が分子スイッチとして制御している。

これまで、赤痢アメーバのファゴソームプロテオーム解

析により、14 種の Rab が計時的に局在することが報告さ

れている。そこで、ファゴソームに局在する Rab の発現

抑制株を作成した。現在までに 5 種の Rab の発現抑制株

を作成することに成功し、２種の発現抑制株で顕著な表

現型を得た。そのうちの Rab8 発現抑制株では、ラテッ

クスビーズや赤血球の貪食効率が低下した。細胞表面の

ビオチン化実験により、Rab8 発現抑制株では 170kDa の

表面タンパク質が細胞表面への提示に障害があることが

示された。現在、170kDa の表面タンパク質の同定を進め

ている。[花舘有希(東邦大学)、津久井久美子、野崎智義、

中野由美子] 

 

iii. 赤痢アメーバに特異的な RabX3 の解析 

Rab は分子量約 20kDa の GTPase である。しかし、
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100 種以上ある赤痢アメーバの Rab の中で RabX3 は C

末端が伸長しており、その C 末端領域には GTP 結合領

域の一部分と Rab に特有の switch II 配列が存在してい

た。RabX3のホモログは他種生物には存在せず、E. dispar

と E. invadens に保存していた。RabX3 の細胞内局在は

細胞内の小胞であり、その遺伝子発現抑制株はシステイ

ンプロテアーゼの分泌が上昇する表現型を示した。組換

え精製タンパク質を用いた生化学実験により、全長の

RabX3 はヌクレオチド結合能があることが分かった。現

在、RabX3 の詳細な細胞内局在を観察するとともに、C

末端ドメインの意義について構造学的解析を進めている。

[中野由美子、Sunando Datta (インド)、野崎智義] 

 

iv. 赤痢アメーバのシステインプロテアーゼ輸送に関与

する Rab11B の機能制御 

Rab11B は過剰発現によりシステインプロテアーゼの

細胞外への分泌を上昇させることが示されている。

Rab11B のエフェクタータンパク質を同定し、その分泌

制御に係る分子機構を明らかにするために、大腸菌組換

えタンパク質とのタンパク質相互作用を利用して、赤痢

アメーバ祖抽出液中からエフェクタータンパク質を単離

した。その結果、Exocyst 複合体とアダプチンコートタ

ンパク質を構成する分子が同定された。それらの機能解

析を目指して、それぞれのサブユニットの発現抑制株の

作成を試みた。また生化学的に結合能を検証するために、

大腸菌で組換えタンパク質の発現を試みた。[Gil Penuliar, 

中野由美子、野崎智義] 

 

v. 赤痢アメーバの肝膿瘍形成に関与する Arf GTPase

の解析 

肝膿瘍から単離された病原株と、in vitro で長期間維持

した非病原株の比較トランスクリプトーム解析により、

病原株で発現が上昇している遺伝子として Arf GTPase

の一つのアイソタイプ（ArfA2）を得た。これまで、ArfA2

がどのようにして細胞内輸送に関与しているかの解析を

継続してきた。今回は ArfA2 の形質転換株を YIMDHA 培

地とクリシジア存在下で遺伝子導入ならびに薬剤選択を

行うことにより、形質転換株がハムスターの肝膿瘍モデ

ルに使用できることが分った。形質転換株の病原性は薬

剤選択後３ヶ月以上経過しても維持していた。ArfA2 の

不活性化型の形質転換株は、肝膿瘍の形成効率が低下す

ることが分った。よって、ArfA2 は肝膿瘍形成に重要な

細胞内膜輸送を担っていること推測された。[中野由美子、

花館有希、岡田麻美、中曽根英子、William Petri (米国)、

野崎智義] 

 

イ. ヘビアメーバ Entamoeba invadens の細胞分化の解

明 

人に感染する赤痢アメーバはシスト化の実験系が確立

しておらず、シスト化の分子メカニズム解明への障壁と

なっている。一方爬虫類をホストとする Entamoeba 

invadens は赤痢アメーバと同じ 4 核のシストを形成し、

実験室でシスト化の誘導が可能である。しかし分子生物

学的解析に必須である遺伝子導入法が確立していなかっ

た。そこで E. invadens 発現ベクターの構築と遺伝子導入

法の確立を行った。さらに以前行ったシスト化の経時変

化に伴うトランスクリプトーム解析より、シスト化誘導

初期（0.5、2 時間）で発現上昇がみられる遺伝子につい

て赤痢アメーバ、E. invadens 双方で強発現株の作成を行

いシスト化初期に関わる機能解析を行った。[間瀬望、津

久井久美子、野崎智義] 

 

ウ. 比較ゲノミクスから明らかとなった新規赤痢アメ

ーバ病原関連遺伝子の解析 

i．AIG1 family protein の機能解析 

赤痢アメーバ国内分離株の比較ゲノミクスから見出し、

非病原性株で特異的に欠損していることが明らかとなっ

た AIG1 family protein について、機能解析を行った。C-

末端側に HA タグを付した強発現株を作成し、局在を検

討すると予想通り細胞全体に広がる局在を示したことか

ら細胞質に存在するたんぱく質であることが確認された。

しかし予想に反し、細胞内小胞の周囲に集積するような

像も見られた。今後病原性への検討を行っていく。さら

にこれら国内分離株についてより詳細な発現変化の検討

を行うため、mRNA-seq の準備的解析を行った。[津久井

久美子、佐藤映美、関塚剛史（病原体ゲノム解析センタ

ー）、今田美穂子、黒田誠（病原体ゲノム解析センター）

野崎智義] 

 

ii. AIG1 family protein 遺伝子の国内・国外株での分布 
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国内分離株の比較ゲノミクスから見出した非病原性赤

痢アメーバ株で欠損していた AIG1 family protein 遺伝子

の ORF について、PCR を用いて 6 種類の国内分離株（病

原株）での存在を確認した。これらの株では存在してい

ることが確認され病原性との関連が示唆された。また台

湾 CDC からの協力により、台湾株での検討を行った。

無症候性株を中心に34サンプルについて検討したところ、

無症候性株では 86％、腸アメーバ症株では 60％で AIG1 

family protein の欠損が見られた。よってこの ORF の存否

が広くアジアに存在する赤痢アメーバ株に存在する特徴

であることが確認された。[津久井久美子、Dar-der Ji (台

湾 CDC)、野崎智義] 

 

エ. 赤痢アメーバ薬剤耐性に関与する遺伝子のトラン

スクリプトーム解析 

現在抗赤痢アメーバ薬としてメタロニダゾール（MTZ）

が唯一の薬として使用されているが、特に発展途上国で

の濫用があり、薬剤耐性株の出現が危惧される。そこで

実験室で作成した MTZ 耐性株を用い、トランスクリプ

トーム解析を行った。ゲノムデータベースで遺伝子名が

決定していた遺伝子から 35 遺伝子の発現上昇と 20 遺伝

子の発現抑制が見られた。しかしこの中にこれまで MTZ

耐性の鍵となる遺伝子として知られる PFOR 遺伝子は含

まれていなかった。一つはこの MTZR 株が 12μM とい

う他種生物で知られる耐性濃度 500μM に比べると低濃

度の MTZ に対する耐性株であることを反映している可

能性がある。しかし以前報告された 40μMMTZ 耐性株の

赤痢アメーバの解析でも PFOR の変化は起きていない。

もしくは赤痢アメーバは pyruvate dehydrogenase や

pyruvate decarboxylase を持たないため PFOR が必須でな

いことが考えられた。今回作成した MTZR 株の解析から

耐性株がストレスに耐性となるような変化を起こしてい

ること、単一の遺伝子ではなく協調的な作用で耐性を獲

得していることが明らかとなった。[Gil Penuliar、津久井

久美子、野崎智義] 

 

エ. 赤痢アメーバの細胞分化における代謝の解析 

Entamoebaの細胞分化過程における代謝制御を理解す

るために、CE-ToFMS を用いた網羅的代謝物プロファイ

リングを行った。栄養型が嚢子に細胞分化する過程で、

糖代謝は抑圧され、解糖経路の代謝産物は枯渇した。同

時に、アミノ酸や ATP, GTP など核酸も枯渇した。一方、

嚢子壁の合成に不可欠なキチン生合成に係る経路の中間

代謝産物が蓄積した。またこれまでゲノム情報から存在

しないと考えられていたポリアミンの代謝経路の中間体

者産物が多く見られ、嚢子化過程に蓄積が見られた。ま

た、主要なアミノ酸の脱炭酸代謝産物であるバイオジェ

ニックアミンが分化の早期段階で一過性に上昇を示すこ

とが示された。以上、赤痢アメーバ症の伝播に不可欠な

嚢子化過程の代謝変化が俯瞰的に代謝レベルで解明され

た。[Ghulam Jeelani, 佐藤暖, Aleyla Escueta-de Cadiz, 

Afzal Husain, 曽我朋義（慶應大学）, 末松誠（慶應大学）, 

野崎智義]。 

 

オ. 赤痢アメーバの薬剤耐性機構の解析 

トリフルオロメチオニン耐性のトランスクリプトーム

解析を行った。トリフルオロメチオニン(TFM)誘導体は

メチオニンガンマリアーゼを標的とした有望な新規抗赤

痢アメーバ薬剤である。今後の誘導体化を至適化すると

ともに、薬剤の導入によって生じる薬剤耐性への準備の

ために、薬剤耐性の分子機構を明らかにすることは重要

である。インビボロで薬剤濃度を徐々に上昇させること

により昨年度獲得されたトリフルオロメチオニンの耐性

株を用いてトランスクリプトーム解析により、野生型株

との遺伝子発現プロファイルの変化を詳細に解析した。

TFMの直接の標的であるメチオニンガンマリアーゼの２

種のアイソタイプ遺伝子の発現が大きく減少している他

に、複数の遺伝子の発現抑制或いは上昇が確認された。

そのうち Bsp1 などの遺伝子の過剰発現株を作成し、薬

剤耐性、細胞接着などに対する役割を解明した。[Gil 

Penuliar, 佐藤暖, 古川敦, 津久井久美子, Afzal Husain, 

野崎智義] 

 

カ. 嫌気的ミトコンドリアの形態と機能に関する研究 

赤痢アメーバは嫌気的環境に適応し、酸素を電子受容

体とする酸化的リン酸化によるミトコンドリアでの ATP

合成を行うことができない。赤痢アメーバのミトコンド

リアはマイトソームと呼ばれ、その構成タンパク質、輸

送機構、代謝機能は、他種生物と大きく異なる。赤痢ア

メーバにおけるマイトソームの局在・形態・数を明らか
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にするために、マイトソームのマトリックスの構成タン

パク質であり、主要代謝機能である硫酸活性化に係る 3

酵素 ATP sulfurylase, APS kinase, inorganic pyrophosphatase、

及び ATP/ADP 輸送体、シャペロン Cpn60 の細胞内局在

を免疫電子顕微鏡により明らかにした。更に、これらの

遺伝子の gene silence 法による遺伝子発現抑制により、赤

痢アメーバの増殖における必須性を明らかにした。[見市

文香（佐賀大学）, 牧内貴志, 佐藤暖, 古川敦, 津久井久

美子, 野崎智義] 

 

（３）トキソプラズマの生物学・病原機構・代謝学に

関する研究 

ア．植物ホルモン サイトカイニンによるトキソプラズ

マの増殖制御機構の解明 

サイトカイニンには植物が自然界で生合成しているも

のと人工合成されたものに大別でき、いずれも細胞分裂

の促進、光合成の活性化、葉緑体の分化・増殖といった

作用を持つことが知られている。昨年度までの研究によ

り、天然サイトカイニン（trans-zeatin）は高等植物の知

見から期待されるとおりトキソプラズマの増殖を促進さ

せたが、合成サイトカイニン（thidiazuron）は逆に原虫

の増殖を阻害させることを明らかにした。この結果はト

キソプラズマと高等植物とでサイトカイニン・レセプタ

ーの構造が異なっている可能性を示唆している。そこで

本年度はアンチサイトカイニンと呼ばれる一群の

trans-zeatin アナログのトキソプラズマ増殖に及ぼす影響

について検討した。４種類のアンチサイトカイニンをト

キソプラズマ培養中に添加し、原虫の増殖能を測定した

ところ、そのうちの 3 種類において原虫の増殖を有意に

阻害したが 1 種類では増殖抑制が認められなかった。現

在この感受性の違いがレセプターの構造によるものなの

かどうかを詳細に検討中である。［Syed Bilal Ahmad 

Andrabi、永宗喜三郎］ 

 

イ．トキソプラズマ感染における evacuole 形成機序の

解析 

トキソプラズマが宿主細胞内で増殖する際、宿主の機

能を「ハイジャック」し利用していることはよく知られ

ているが、このハイジャックは原虫が宿主細胞内に注入

するタンパク質群であるロプトリータンパク質によって

コントロールされている。ロプトリータンパク質は、原

虫の宿主侵入の際に、原虫とは独立して小胞（evacuole）

として原虫から宿主に注入される。今回トキソプラズマ

による evacuole 形成機序を解析するため、GPI シグナル

を付加した GFP を発現する CHO 細胞を用い、evacuole

と PV への GPI の取込みを観察した結果、GPI はそれら

の両方に取り込まれた。一方、GPI が存在しているラフ

トの構成蛋白質の１つである caveolin-1 は、evacuole に

も PV にも取り込まれなかった。これらのことから、先

行研究で報告されている PV 形成時の、PV への宿主膜分

子の選択的取り込みが、evacuole 形成時においても行わ

れている可能性が示唆された。また、 Methyl- β

-Cyclo-Dextrin によりラフト構造を破壊すると、evacuole

形成が有意に減少した。このことから、原虫は、ラフト

からロプトリー蛋白質を注入している可能性が示唆され

た。［田原美智留、永宗喜三郎］ 

 

ウ．トキソプラズマをモデルとした抗マラリア薬作用

機序の解明 

三日熱マラリアは熱帯熱マラリアと比べ、症状は軽い

が治療後数ヶ月〜数年後に再発するという特徴があり、

この再発は肝臓に形成されるヒプノゾイトが原因である。

プリマキンは三日熱マラリアの唯一の根治療薬として、

半世紀以上前から今日まで使用され続けている。しかし

三日熱マラリア原虫は連続培養系が確立されていないた

め、プリマキンの原虫に対する作用機序は殆ど解明され

ていない。そこで三日熱マラリア原虫と近縁なトキソプ

ラズマを用いて、プリマキンが原虫に作用するメカニズ

ムの解明を試みた。プリマキンはトキソプラズマの増殖

を有意に抑制した(IC50=25 µM)。そこで今回その第一歩

として、トキソプラズマに化学変異を導入することでプ

リマキン耐性トキソプラズマ株の分離を試みた。その結

果、複数の有意な耐性株の分離に成功した。現在この変

異の任遺伝子について解析中である。［福士路花（筑波大

学）、永宗喜三郎］ 

 

エ．宿主細胞外トキソプラズマにのみ特異的に形成さ

れるリソソーム様オルガネラについての解析 

これまでトキソプラズマにはリソソームがないとされ

てきた。しかし最近次第に宿主細胞外のトキソプラズマ
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に の み PLV (plant-like vesicle) や VAC(Vacuolar 

compartment)と呼ばれる、酸性でプロテアーゼを含みタ

ンパク質のプロセシングに関わると考えられるリソソー

ム様のオルガネラがあることが明らかにされてきた。今

回我々は改めてトキソプラズマにおけるリソソームの有

無を確認するために、哺乳細胞においてリソソーム指示

薬として使用されるライソトラッカーを用いて宿主細胞

外のトキソプラズマを染色した。すると細胞外トキソプ

ラズマは宿主細胞内寄生虫には認められない、ライソト

ラッカーで染まりかつ多量のカルシウムイオンを含むオ

ルガネラがあることがわかった。また、免疫蛍光観察に

よりライソトラッカーのシグナルは前述のPLVと共局在

するが、時間が経つとライソトラッカーシグナルポジテ

ィブとネガティブのオルガネラに分割することがわかっ

た。現在、種々のタンパク質に対する抗体を用いて、更

にこのオルガネラの詳細を検討中である。［福士路花（筑

波大学）、永宗喜三郎］ 

 

（４）マラリアの生物学・病原機構・細胞内膜輸送に

かかる研究 

ア. 熱帯熱マラリア原虫の赤内型分化増殖機構に関す

る研究 

熱帯熱マラリア原虫(Plasmodium falciparum) の赤内

型分化増殖を制御している因子を特定し、治療薬および

ワクチン開発に役立てる為の研究を継続して行っている。

先に作出した CDM(chemically defined medium)では構

成成分を僅かに変化させることで分化増殖を異なる段階

に制御出来る事が判明した。初期発育ステージである ring 

formから trophozoiteおよび schizontへの分化以降を抑

止する系を用いて、この分化抑止に関与する考えられる

因子をgenome-wide gene expression 解析でプロファイ

ルした。その結果、５つの蛋白因子（MSP2, SERA3, Ctr, 

PAT, SRP RNP）が特定された。[朝日博子、Tolba, M.E.M. 

(エジプト国 アシット大学)] 

 

イ. マラリア原虫の小胞輸送の解析 

Rabは小胞輸送における膜融合の鍵因子の一つである。 

マラリア原虫のゲノムにある 11 種のRab のうち、Rab5b

は他のRabと脂質修飾が異なるなど特徴的な構造を有し

ており、マラリア原虫やトキソプラズマ原虫など一部の

アピコンプレクス門原虫にのみ保存されていることから、

これらの原虫種特有の小胞輸送経路に関与していると考

えられる。ネズミマラリア Plasmodium berghei を用い

た PbRab5b knock out 原虫の解析から、Rab5b が赤内期

のマラリア原虫に必須な遺伝子であることが確認された。

また、熱帯熱マラリアでの解析を目指して、PfRab5b の

機能解析のために必要なオルガネラマーカーとなる抗体

の作製を行い、特異的に反応する抗体を得た。 

[海老根一生、平井誠（群馬大）、中曽根英子、中野由

美子] 

 

２．蠕虫症の生物学・病原機構に関する研究 

(1) エキノコックス原頭節の分化関連遺伝子に関する

研究 

エキノコックス属の条虫幼虫は原頭節という特異的な

形態を示す。この原頭節は、中間宿主体内では無性増殖・

転移してエキノコックス症が示す強い病原性の原因とな

る一方、終宿主に経口摂取された場合は、同発育ステー

ジである原頭節へと再分化するのではなく、次の発育ス

テージである成虫へと変化し、有性生殖を行って感染源

となる虫卵を産生する。このようなエキノコックス属条

虫の各発育ステージに特異的に発現する遺伝子群を網羅

的に同定し、その制御機構を解析することを目的として、

マイクロアレイを用いた解析に適用可能な品質の RNA

サンプルを得るための人工培養法を開発した。［森嶋康之, 

杉山 広, 山﨑 浩］ 

 

レファレンス業務 
I. 衛生微生物技術協議会・レファレンスセンター会議 

第 32 回衛生微生物技術協議会（6 月 29～30 日，東京）

において寄生虫に関するレファレンスセンター会議を行

った。クドア、ザルコシスティス、アジア条虫症を中心

に、相次いで発生が確認されたことに関する話題を提供

した。また、病原体検出マニュアルの改訂に伴う説明や

要望について関連のある地研と議論した。［大前比呂思, 

山﨑浩, 八木田健司, 杉山広, 森嶋康之, 八木田健司 , 

野崎智義］ 

 

II. 病原体検出マニュアル「クリプトスポリジウム症・

ジアルジア症等の原虫性下痢症」を改定した。［阿部仁
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一郎（大阪市立環境科学研究所、吉田永祥（堺市衛生研

究所）、鈴木淳（東京都健康安全研究センター）、黒木俊

郎（神奈川県衛生研究所）、八木田健司、泉山信司］ 

 

 III. 病原体検出マニュアルの「エキノコックス症」を

改訂するとともに、「消化管寄生蠕虫類の虫卵検出を目

的とした糞便検査法」に関するマニュアルを新たに追加

した。［山野公明・八木欣平（北海道立衛生研究所感染

症センター感染症部）、森嶋康之、杉山 広、山﨑 浩］ 

 

IV. 原虫類のレファレンス活動 

感染研および外部共同研究機関（医療機関、地方衛生

研究所等）の行う調査研究から得られる材料をもとに各

種原虫類の分離株の収集を行っている。具体的には分離

株の遺伝子型を調べ、その結果を共同研究者側に還元す

るとともに、固定標本、DNA あるいは培養可能な場合は

病原体として保存を行っている。［八木田健司、泉山信司、

津久井久美子、永宗喜三郎］ 

 

V．蠕虫類のレファレンス活動 

平成23年度には、計59件の寄生虫症依頼検査があり、

うち 41 件が寄生虫症と確定診断された。 

（１）血清を用いた寄生虫抗体検査 

線虫 8 種（ドロレス顎口虫、犬回虫、犬鉤虫、アニサ

キス、豚回虫、犬糸状虫、広東住血線虫）、条虫 4 種（有

鉤嚢虫、マンソン弧虫、多包虫、単包虫）、吸虫 6 種（ウ

ェステルマン肺吸虫、宮崎肺吸虫、肝蛭、肝吸虫、日本

住血吸虫、マンソン住血吸虫）の抗原を用いた抗体検査

が可能である。通常、ELISA（酵素抗体法）を実施して

いるが、寄生虫症によってはウェスタンブロット法（有

鉤嚢虫症、エキノコックス症）、また、感染研で開発した

迅速血清診断イムノクロマトキット（トキソカラ症、肺

吸虫症、マンソン孤虫症）を用いた検査も行った。血清

検査 22 検体のうち 8 検体で特異抗体が検出され、内訳は

肺吸虫症（3）、トキソカラ症（2）、有鉤嚢虫症（1）、マ

ンソン孤虫症(1)、多包虫症（1）であった。 [山﨑 浩, 武

藤麻紀, 杉山 広, 森嶋康之] 

 

（２）遺伝子解析による寄生虫の分子同定 

自然排出された虫体や駆虫された虫体、あるいはパラ

フィン包埋標本中に見出された虫体の同定依頼が39件あ

った。基本的にはミトコンドリア DNA の cox1 遺伝子解

析結果に基づいて種の同定を行った。その結果、39 件中

33 例が寄生虫症と診断され、その内訳は、日本海裂頭条

虫（11）、アジア条虫(7)、アニサキス Anisakis simplex sensu 

stricto (6)、無鉤条虫（4）、ウェステルマン肺吸虫（2）、

広節裂頭条虫（1）、マンソン孤虫 (1)、 Dirofilaria repens 

(1)であった。傾向としては、サケ･マスの刺身や寿司を

好む日本人の食生活習慣を反映して、日本海裂頭条虫症

が相変わらず多く、またアジア条虫による国内感染事例

の発生も相次いだ。広節裂頭条虫症の 1 例は渡航歴のな

い邦人患者であり、感染源不明の興味ある症例であった。

さらに、動物寄生性フィラリアの一種 D. repens によるヒ

ト感染例はわが国では第 2 例目になる症例であった。[山

﨑 浩, 森嶋康之, 武藤麻紀, 杉山 広] 

 

（３）その他 

虫体そのものの形態によって診断された症例が 2 例、

診断に至らなかった症例が 1 例あり、内訳はノミの幼虫

(1)、鞭虫(1)、線虫未同定（1）であった。[森嶋康之, 杉

山 広, 山﨑 浩, 武藤麻紀] 

 

研修業務・審議会など 
I. 平成 23 年度水道クリプトスポリジウム試験法実習

（国立保健医療科学院主催）にて、水道原水からのクリ

プトスポリジウム、ジアルジア検出の実習を行った（2

月）。その他、地研からの要請に対して適宜行った。［八

木田健司、泉山信司］ 

 

II. 平成 23 年度生活衛生関係技術担当者研修会（厚生

労働省健康局生活衛生課）において、レジオネラと自由

生活性アメーバの対策について講義した。［泉山信司、倉

文明（細菌第一部）］ 

 

III. 全国の７国際空港合同の研修会で、マラリア検査

診断技術に関する研修を行う一方、東京国際空港（羽田

空港）の国際便増加による検疫業務の拡充に際し、同空

港における適正な輸入寄生虫症の検疫業務のあり方につ

いて、技術的助言を行った。[大前比呂思 、中野由美子] 
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IV. 国立感染症研究所・医師卒後臨床研修プログラム

に協力して、「臨床や公衆衛生の現場で問題となる寄生虫

症の考え方」に関する研修を行った。[大前比呂思] 

 

V. Field Epidemiology Training Program（FETP）初期

研修に協力し、｢国際的な寄生虫症対策と疫学の変化｣に

関する研修を行った。[大前比呂思] 

 

VI. 平成 23 年度、新興再興感染症技術研修にて「原虫」

を講義した。（11 月）［八木田健司］ 

 

VII. 国際協力機構（JICA）の中南米向け研修コース、

輸血血液の安全性に協力して、「Malaria and blood donor」

に関する研修と実習を行った。[大前比呂思、泉山信司、

中野由美子] 

 

VIII. 国際協力機構（JICA）の研修コース、地域保健

システム強化による感染症対策に協力して、｢寄生虫症の

サーベイランスと対策｣に関する研修を行った。[大前比

呂思] 

 

IX. 豚の肝臓で検出された条虫幼虫の分子診断に関す

る研修 

平成 23 年の 5 月頃から、兵庫県西宮市食肉検査所で、

同県で生産された豚の肝臓に寄生虫（条虫の幼虫）が原

因と考えられる白色結節が多数検出されたことから、そ

の寄生虫の分子同定を目的とした研修を実施した。（2012

年 7 月 6 日-7 日、感染研・戸山庁舎）[山﨑 浩, 武藤麻

紀,  杉山 広, 森嶋康之, 岡本康幸（西宮市食検）] 

 

X. 平成 23 年度新興再興感染症技術研修として、寄生

虫に関する講義を行った。（2011 年 11 月 25 日、感染研･

戸山庁舎）[森嶋康之, 杉山 広] 

 

XI. 平成 23 年 4 月 25 日開催の薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会、食中毒・乳肉水産食品合同部会にて馬

肉中のザルコシスティス遺伝子検査ならびに馬肉のザル

コシスティス汚染実態調査に関して報告した。  

［八木田健司］ 

 

XII. 韓国 FDA 専門家に対し、韓国での食中毒対策推

進協力を目的に、日本における寄生虫による食中毒発生

時における役割、および寄生虫による食中毒に関する研

究を講義した（9 月）。［八木田健司］ 

 

XIII. 中国、安徽省保健衛生部から依頼された寄生蠕虫

症対策に関する研修で、住血吸虫症を中心に、日本で行

われた対策と現在途上国で行われている対策を比較して

講義した。[大前比呂思，山崎浩] 

 

国際協力関係業務 
１．アジア連携 

（１）厚生労働科研費指定研究の一環として、インド

National Institute of Cholera and Enteric Diseaes と腸管原虫

症の共同研究を行った。東インド西ベンガル州における

ジアルジア症・クリプトスポリジウム症・赤痢アメーバ

症の感染実態の調査と研究提携を行った。[野崎智義, 

Sandipan Ganguly（インド NICED）] 

 

（２）厚生労働科研費指定研究の一環として、台湾CDC

と赤痢アメーバの分子疫学、ゲノム解析に関する共同研

究を行い、分離株の確立、遺伝子型別を行った。[津久井

久美子, 野崎智義, Darder Ji（台湾 CDC）] 

 

（３）H23 年度アジアの感染研様研究所との共同研究

促進プロジェクト「中国における食品由来新興寄生虫症

に関連した寄生蠕虫の分子同定法の標準化と症例発生の

実態解明に向けた共同研究」の一環として、中国におけ

る食品由来寄生蠕虫症（裂頭条虫症・アニサキス症）の

発生状況を調査した。[山﨑 浩, 武藤麻紀, 杉山 広, 森

嶋康之, 周 暁農・許 学年・除 家旭・除 韶虹・艾 淋・

陳 穆新・張 永年（中国 CDC、寄生虫病研究所）, 張 唯

哲・李 懿宏（ハルピン医大・寄生虫）] 

 

（４）中国国立寄生虫症研究所、中国ＣＤＣとの連携

を行った。安徽省では、気候環境変化に伴い、マラリア

流行が、日本住血吸虫症流行地にまで拡大することが懸

念されている。そこで、中国寄生虫症研究所・安徽省衛

生局と協力して、既存の住血吸虫症モニタリング体制を

利用して、三日熱マラリア監視を行えるよう発熱症状を
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中心としたマニュアルを作成した。 

[大前比呂思、湯林華（中国寄生虫症研究所）] 
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polymorphism in Entamoeba histolytica – Are they 

correlated? EMBO Global Lecture Course and 

Symposium on ‘Amoebasis: Exploring the Biology and 
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20) Mase, N., Nakada-Tsukui, K., and Nozaki, T. 
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年 11 月、奈良 

33) 八木田健司、泉山信司、宮崎誠生、迅速診断を目的
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司、小坂浩司、遠藤卓郎、倉 文明、アルカリ泉掛け流し

式浴槽に対するモノクロラミン消毒の導入、日本防菌防

黴学会 第 38 回年次大会、2011 年 8 月、大阪府 
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